
様式（１）-①

都市再生整備計画（第二回変更）

荻窪駅
お ぎ く ぼ え き

周辺
しゅうへん

地区

東京
とうきょう

都
と

　杉並区
す ぎ な み く

令和８年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） ■

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 195.3 ha

令和 5 年度　～ 令和 7 年度 令和 5 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期） 　

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

荻窪のまちを美しいと思う住民 ％ R04 R07

荻窪三庭園訪問者数 人/年 R03 R07

荻窪駅周辺の満足度 ％ R04 R07

・「住宅都市杉並の芯として、歴史文化を礎ににぎわいと住環境が調和したまち」（「荻窪駅周辺まちづくり方針」におけるまちの将来像）
（１）人にやさしい、歩いて楽しめるまち
（２）賑わいと良好な住環境が調和した、生活利便性の高いまち
（３）歴史文化の薫り漂う、住んでよし、訪れてよしのまち

・来街者の増加が見込まれることから、地域に数多く点在する歴史的・文化的資源の案内表示の充実や快適な歩行者空間の整備が必要です。
・歴史的・文化的資源を生かした観光まちづくりの推進や地域の魅力発信のための取り組み、荻窪の歴史・文化を発信する拠点の整備が必要です。
・まちの歴史について気軽に触れられる取り組みが不足しています。

＜まちづくりの経緯＞
・平成７年に「大田黒公園周辺地区景観まちづくり」のまちづくり計画を策定し、平成８年には「大田黒公園周辺地区地区計画」を都市計画決定しました。
・平成27年11月、地域住民によって構成されたまちづくり協議会から「荻窪駅周辺地区まちづくり構想」の提案を受けました。
・平成29年４月、荻窪駅周辺地区まちづくり構想を踏まえ、荻窪駅周辺のグランドデザインとなる「荻窪駅周辺まちづくり方針（以下、「方針」という。）」を策定しました。
・平成31年１月、方針によるまちの将来像を実現するため、交通関連の取組と合わせて、総合的・一体的にまちづくりを進める「荻窪駅周辺　都市総合交通戦略」を平成３１年1月に策定しました。
・令和２年３月、方針による観光まちづくりを実現する為、回遊性向上のアクションプランである「荻窪の歴史・まち・人を想う１５の提案」を策定しました。
・令和６年12月の荻外荘公園開園に向け、「（仮称）荻外荘公園整備基本計画」及び「（仮称）荻外荘公園の追加用地整備基本計画」を策定し、史跡公園として整備を進めています。

＜現況＞
・荻窪駅周辺は、区内最大の交通結節点であり、商業・業務、公共サービス、文化・教育などの都市機能が集積した、杉並を代表する賑わいの中心となっています。
・駅周辺には、「大田黒公園」、「角川庭園」、「荻外荘公園」など歴史的・文化的資源が数多く点在し、みどり豊かな住環境が広がる住宅都市杉並を代表するまちです。
・回遊性とまとまりのある商業空間を形成していくため、駅周辺道路について買い物道路としての安全性・快適性の向上を図る必要があります。
・荻外荘公園の開園等により来街者の増加が見込まれています。
・団体客が大田黒公園等を訪問する際に、青梅街道で観光バスを乗り降りすることがあり、幹線道路における円滑な道路交通への影響が懸念されています。
・地域住民から、地域を訪れる人が増えることに対して不安の声も聞かれます。

都道府県名 東京都 杉並区
スギナミ

荻窪駅
オ ギ ク ボ エ キ

周辺
シュウヘン

地区

計画期間 交付期間 7

『歴史文化の薫り漂う、住んでよし、訪れてよしのまち』
　①良好な景観づくりの推進
　②歴史的・文化的資源を生かした観光まちづくりの推進
　③地域の魅力発信

荻窪地域在住者のうち、荻窪地域のまちを美しいと感じる人の割合
地域で統一感のある案内誘導サインや情報板の設置などを行うこ
とで荻窪地域のまちを美しいと感じる人の割合向上に寄与する。

85.1% 86.9%

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

荻窪三庭園を訪問した人数（年間）
情報発信拠点の整備やイベントの開催などを通して地域の魅力発
信に取り組むことで荻窪三庭園の来訪者増加に寄与する。

253,777人/年 280,000人/年

荻窪地域を日常的に訪れる人に占める荻窪駅周辺に満足
している人の割合

歩行空間の高質化や駅前道路に遮熱性舗装による歩行空間の快
適性の向上などにより駅周辺に満足する人の割合向上に寄与す
る。

78.7% 81.6%



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【整備方針】
①良好な景観づくりの推進
　・景観に配慮した美しく、わかりやすいサインを設置します。
　・歴史的・文化的資源を生かし、良好な景観づくりや観光まちづくりに取り組みます。

【基幹事業】地域生活基盤施設（情報板）　情報板設置（荻窪駅周辺地域）
【基幹事業】高質空間形成施設　ウィングサイン型案内表示
【基幹事業】高質空間形成施設　路面案内ステッカー
【関連事業】荻外荘公園復原整備
【関連事業】情報発信拠点整備
【関連事業】荻窪駅構内案内・誘導サイン整備

②歴史的・文化的資源を生かした観光まちづくりの推進
　・まちの回遊性向上の観点から、サイン・案内板の充実などにより大田黒公園、角川庭園、荻外荘公園等の歴史的・文化的資源や
　　杉並公会堂等の公共施設へのアクセス性の向上を図ります。
　・区民施設までの経路など、道路に応じた安全・快適な歩行者空間づくりを進めます。
　・路面等も活用し、スムーズなまち歩きをサポートする案内サインを設置します。
　・大田黒公園、角川庭園・荻外荘公園の連携や周辺施設との回遊性を意識したイベントを開催します。

【基幹事業】地域生活基盤施設　情報板設置（荻窪駅周辺地域）
【基幹事業】高質空間形成施設　遮熱性舗装整備
【基幹事業】高質空間形成施設　ウィングサイン型案内表示
【基幹事業】高質空間形成施設　路面案内ステッカー
【提案事業】まちづくり活動推進事業　地域回遊イベント
【提案事業】まちづくり活動推進事業　荻窪駅周辺まちづくりの普及啓発
【関連事業】荻外荘公園復原整備
【関連事業】情報発信拠点整備
【関連事業】荻窪駅構内案内・誘導サイン整備
【関連事業】グリーンスローモビリティ
【関連事業】ゾーン３０プラス

③地域の魅力発信
　・案内・誘導サインの板面に荻窪の歴史に関するエピソードを盛り込み、まちの魅力を知り、楽しみながら目的地へたどり着くことができる
　　仕組みづくりを進めます。
　・地域の魅力を発信するため、イベントや企画展等の開催やインターネットやSNS等を活用します。

【基幹事業】地域生活基盤施設（情報板）　情報板設置（荻窪駅周辺地域）
【提案事業】まちづくり活動推進事業　地域回遊イベント
【提案事業】まちづくり活動推進事業　荻窪駅周辺まちづくりの普及啓発
【関連事業】情報発信拠点整備

【荻外荘公園の整備】
　■（仮称）荻外荘公園基本構想（平成27年3月策定）
　　〇基本方針
　　1.屋敷林としての形態を残し、住宅都市・杉並の歴史を代表する良質な邸宅として後世に引き継ぎます。
　　2.荻外荘の持つ歴史的・文化的価値を最大限に活用するため、巣鴨に移築されている部分も含め、日本の政治史において重要な会議が行われた時期を基本に当時の状態に復原するとともに、国の文化財指定を目指します。
　　3.大田黒公園、角川庭園など周辺施設との連携や回遊性に留意しつつ、荻窪の歴史や原風景を顧みながら多くの人が集い、交流する杉並のおもてなしの場として活用します。

　■国の史跡指定（平成28年3月1日指定）
　　荻窪の閑静な住宅街にある「荻外荘（てきがいそう）」は、内閣総理大臣を3度務めた政治家・近衞文麿（このえふみまろ）が、昭和12年の第一次内閣期から20年12月の自決に至る期間を過ごし、昭和前期の政治の
    転換点となる重要な会議を数多く行った場所です。こうした歴史的背景から、荻外荘は日本政治史上、重要な場所として、国の史跡に指定されました。

　■（仮称）荻外荘公園の追加用地整備基本計画（令和3年12月策定）
　　〇追加用地の活用方針について
　　追加用地については、 周辺施設との連携や回遊性を確保するため、荻外荘公園、大田黒公園及び角川庭園の 場所や魅力を分かりやすく紹介するなど、 案内所としての機能を備えつつ、荻窪の歴史や
　　原風景を顧みながら多くの人が集い、交流する場として活用します。 また、 荻外荘の歴史や近衞文麿をはじめとする荻外荘に関わった人物に関する文化財などの展示を行います。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金）） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 情報板 杉並区 直 7基 R05 R07 R05 R07 8.3 8.3 8.3 4.0

高質空間形成施設 緑化施設等 杉並区 直 6300㎡ R07 R07 R07 R07 79.7 79.7 79.7 65.7

高質空間形成施設 歩行支援施設 杉並区 直 51箇所 R06 R06 R06 R06 1.8 1.8 1.8 0.5

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

賑わい・交流創出施設（地域資源活用型）

ワーケーション拠点施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設相当施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

  住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

暑熱対策事業

合計 89.8 89.8 89.8 0 70.2 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

杉並区 直 1地区 R05 R07 R06 R06 1.3 1.3 1.3 0.4

杉並区 直 1地区 R05 R07 R05 R07 2.7 2.7 2.7 1.9

合計 4.0 4.0 4.0 0.0 2.3 …B

合計(A+B) 72.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

杉並区 1箇所 〇 H25 R06 5,190

杉並区 1箇所 〇 R03 R07 719

荻窪駅 杉並区 1地区 〇 R05 R06 2

杉並区 〇 R05 R06 41

杉並区 〇 R06 R06 26

合計 5,978

0.4

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

交付対象事業費 72.5 交付限度額 29.0 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

情報板設置（荻窪駅周辺地域）

遮熱性舗装整備

ウィングサイン型案内表示・路面案内ステッカー

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間
事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

細項目

荻外荘公園復原整備

情報発信拠点整備事業 情報発信拠点整備

グリーンスローモビリティ

ゾーン３０ブラス

地域回遊イベント

荻窪駅周辺まちづくりの普及啓発

荻窪駅構内案内・誘導サイン整備

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

事業

荻外荘公園復原整備事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

荻窪駅周辺地区（東京都杉並区） 面積 195.3 ha 区域
杉並区天沼二丁目～三丁目、上荻一丁目、上荻二丁目の一部、荻窪二丁目～荻窪五丁目、南荻
窪四丁目

凡 例

都市再生整備区域

主要公共施設

国道・都道

鉄道（ＪＲ）

荻窪駅

Ｎ

荻外荘公園

大田黒公園

角川庭園

ウェルファーム杉並

杉並公会堂

杉並郷土博物館（分館）

ＪＲ中央線

与謝野公園
荻窪地域区民センター

荻窪体育館

杉並区立中央図書館

杉並保健所

産業振興センター

凡 例

商業地域

近隣商業地域

第１種住居地域

第２種住居地域

第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

準居住地域


